
＜農業生産法人、集落営農組織の育成を実施している事例＞

○集落営農組織を立ち上げ農業生産の拡大を目指す

１．集落協定の概要

市町村･協定名 山形県鶴岡市 中 村
つるおかし なかむら

協 定 面 積 田（97％） 畑（3％） 草地 採草放牧地
57ha 水稲 山菜

交 付 金 額 個人配分 15 ％
1,170万円 共同取組活動 役員手当 4 ％

（85％） 機械等の元利償還金 11 ％
農業機械購入費 20 ％
水路・農道等の整備費 20 ％
共同取組活動費 30 ％

協定参加者 農業者 28人、その他１

２．取組に至る経緯

当集落は旧朝日村の中心部より北へ約８㎞に位置し、月山や湯殿山に近い中山間地域

であり、冬期には積雪が３ｍ以上になる日本有数の豪雪地帯である。春の融雪災害をは

じめ種々の災害の復旧や災害に強い水路・農道等の整備が課題となっていた。

また、集落内における農業従事者の高齢化も進んでおり、担い手の育成や集落営農組

織の立ち上げが急務となっていた。加えて遊休農地の解消と生産コストの軽減の必要性

から機械・農作業の共同化などを行うため、集落協定を締結し、本制度に取り組むこと

とした。

３．取組の内容

共同機械（トラクター、田植機、コンバイン）を購入し機械の集約化を図り、稲作に

、 、 、ついては育苗 防除・刈取調製などの共同作業を実施していることから 平成19年６月

これを管理する集落営農組織「大網中村営農組合」を立ち上げた。今後、集落の実情を

踏まえ、肥料・農薬の共同購入など活動を広め、さらなるコスト削減のため農業法人化

に向けて話し合いを行っていく。

また、耕作放棄地の発生を防止し、将来にわたって持続的な農業生産活動等を可能に

するため農地・農道等の草刈り、水路の泥上げ等を共同作業により実施しいく。

共同機械による稲刈作業 集落営農で行者にんにくを作付



［集落の将来像]
○ 農地及び機械の集約化等を実施し、集落ぐるみの農業生産活動の体制整備を充実するため集落営農組
織の法人化を進め継続的な営農体制の整備を目指す。また、共同利用による稲作や園芸作物の導入に
ついても効率的に行っていく。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 担い手への農地集積の拡大や農業機械・農作業の共同化などを行い、担い手や集落営農組織を中心に
集落ぐるみで、持続的な農業生産性の拡大と農地を保全していく。

○ 集落営農組織の法人化を目指し、先進地の視察・研修を行い集落内で協議を重ねていく。
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 集落を基礎とした営農組織の育
（田55ha、畑2ha） （約4ha、年1回） 成

（営農組織を設立し、田植・防
個別対応 除・刈り取りの機械の共同利用

個別対応 を32ha 57％ 実施 目標28ha)（ ） 、

水路・作業道の管理
・水路14km、年2回 共同取組活動

草刈り、泥上げ
・農道10km、年2回 草刈り

共同取組活動

農地法面の定期的な点検

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

農業従事者の高齢化や減少が年々進むなかで、個人で耕作・管理し維持してきた農業

生産活動が農業機械の共同購入や農作業の共同利用、営農の組織化により、コストや作

業量が減少し効率化が図られた。また、集落共同で活動を行うことで集落内のまとまり

が良くなり、集落が活性化された。

今後は、農道・水路の延長が山間部分で長いことから、定期的に補修を加えながら未

整備区間の整備・舗装を進めるほか、農業機械については、耐用年数が切れるものは計

画的に更新する必要がある。

また、農振白地区域についても、協定農用地に悪影響が及ばないよう荒廃を防ぐ必要

がある。

［平成21年度までの主な成果］
○ 平成19年６月５日、集落を基礎とした営農組織が認定された。
○ 農業機械を購入して 機械を使用しての共同利用面積が目標面積を超えた (目標28ha H21実績32ha)、 。 、
○ 担い手への農地が集積され、農作業の効率化が図られた。
○ 農道・水路の整備を行った結果、農道の維持が容易になった。


